
第５分科会 

技術・家庭科（家庭分野）学習指導案 

平成２８年１０月１４日 (金) 第２校時 
 指導学級・人数・場所 第３学年５組 ３５人 図書室 

授業者 春日部市立東中学校 教諭 遠藤 昭子 

 

１ 題材名 「幼児の成長から自分の成長を見つめよう」   

家庭分野 Ａ家族・家庭と子どもの成長  (1)ア(2)イ(3)アイウエ【16.5 時間扱い】 

 

２ 題材設定の理由  

(１)生徒観 

生徒は第１学年において，自分の成長段階で支えてくれた周囲の人々との関わりについて学習し，

その後も家族や地域の人々と関わる内容を学習してきている。 

本題材の学習前である第２学年の最後に，幼児の観察を目的とした第１回目の触れ合い体験Ａを

児童センターで行った。以下は，第１回目の触れ合い体験Ａの前に行ったアンケートの結果である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アンケートの結果から，幼児と一緒に住んでいる生徒が７％（①より）と大変少なく，毎日又は

週に１回程度関わる生徒はわずか１割（②より）であることが分かった。しかし，「幼児と関わる

機会をもちたいですか」という問いには，「とても思う」「まあまあ思う」という生徒が７割近く

（④より）おり，「関わる機会をもちたい理由」も「かわいい」「癒される」「楽しそう」といった

回答が多く見られ，幼児に対する好意的な印象をもつ生徒が多いことが分かった。一方「幼児と関

わる機会をもちたくない」と回答している生徒の多くは，「すぐ泣く」「生意気」などあまりよい印

象をもっていないことが分かった。 

   

はい

7%

いいえ

93%

①幼児と一緒に住んでいますか

毎日

3% 週１回程度

7%

月１回程度

13%

年に数回

31%

ほとんどない

46%

②幼児と関わる機会がありますか ③幼児と関わるときに 

 気をつけていること 

・幼児の目線に合わせる。 

・けがをしないように気を

つける。 

・優しく、笑顔で接する。 

・むきにならない 

・幼児の動きに合わせる。 

         など 

 

とても思う

35%

まあまあ思う

32%

あまり思わない

23%

思わない

10%

④幼児と関わる機会をもちたいですか 関わる機会をもちたい理由 

・小さくてかわいいから。   ・純粋だから。 

・元気に遊べるから。     ・癒される。 

・楽しそうだから    など 

 

関わる機会をもちたくない理由 

・すぐ泣くから。       ・わがままだから。 

・生意気だから。       ・面倒だから。 

・家にいるのでもういい    ・幼児が嫌い  など 

 

アンケート実施日 Ｈ２８．３．６  春日部市立東中学校 ２学年（現３学年）２１０名 



また，「幼児と関わる機会をもちたいですか」という質問に，「思わない」「あまり思わない」と回

答した３３％の生徒を調べてみると，９７％の生徒は幼児と関わる機会が週１回未満と回答している

ことも分かった。このことから幼児と関わる機会があまりない生徒は，漠然としたイメージだけで関

わりたくないと思っていると推測される。 

アンケートとは別に行った「幼児」という言葉をキーワードに記入したイメージマップでは，「お

むつ」「離乳食」「ハイハイ」などの記述が見られ，生徒は，乳児と幼児の区別がはっきりしていない

ことも分かった。 

これらのことから身近に幼児と関わる機会の少ない生徒たちにとって，実際に幼児と触れ合う体験

が増えることで，幼児に対するイメージも変わり，幼児への関心も高まるのではないかと考える。 

 

(２)題材観 

近年，核家族化や少子化の進行，児童虐待，離婚率の増加，育児の孤立化，待機児童などの問題が

山積している。 

現学習指導要領では，「家族・家庭に関わる教育」と「幼児や子育て理解のための教育」の充実がよ

り一層求められている。中学校の家庭分野「Ａ家族・家庭と子どもの成長」では，小学校家庭科での

学習を踏まえ，生活の自立を目指す中で人々に支えられて生活していることに気付かせ，家庭や家族

の基本的な機能や家庭生活と地域との関わりを理解するとともに，幼児への理解を深め，子供が育つ

環境としての家族と家庭・地域の役割を考えさせたい。 

進路選択を行う中学３年生の時期に，自分の幼児期を振り返り，育てられたことに感謝したり，自

身の将来を見据えたりすることで，家族を支える一員であることを自覚するよい機会であると考え

た。さらに，10 年後，15 年後を具体的に想像し，未来を担う幼児とよりよく関わり，その成長を支

える大人になってほしいと願い，本題材を設定した。 

本題材では，自分と人（家族・幼児・高齢者など）との関わりを考えさせ，自己を見つめ直す機会

を繰り返し設定している。様々な人との関わり方について，いろいろな角度から考えさせ，自分と

様々な人との関わりについて，これまでどのように関わってきたか，これからどのように関わってい

きたいかなどを自分の言葉で表現することで，家庭や地域の中でよりよい家庭生活を創造できる生徒

の育成につながると考えている。 

 

 (３)指導観 

   幼児に関する学習を展開する中で，幼児との関わりが少ない生徒に，幼児を身近なものとして捉え

させるためには，実際に幼児と触れ合う体験が効果的であると考える。埼玉県春日部市は「日本一幸

せに子育てできるまち」を目指し，近隣には児童センター「エンゼルドーム」や「グーかすかべ」を

はじめ，幼稚園・保育所，児童クラブなど子育て世代が便利に使用できる施設が充実している。本校

ではそのような環境を生かし，各機関の協力を得て，３回の触れ合い体験を実施している。 

１回目の触れ合い体験Ａでは，「幼児期の成長について理解する」学習の前に，幼児への関心を高

めることを目的に児童センター「エンゼルドーム」で幼児の観察を行った。２回目の触れ合い体験Ｂ

は，幼児の生活や家族についての事前学習で得た知識を生かして幼児と触れ合うことを目的に，保育

所や幼稚園を訪問した。そして過去２回の触れ合い体験から考えた課題を解決するために「生活の課

題と実践」において，３回目の触れ合い体験Ｃを子育て支援センターの協力を得て，幼児と保護者を

本校に招いて行う。 

また，触れ合い体験Ｂの後に，これまではまとめのレポート作成等を行っていたが，『シェアタイム』

を取り入れた。本分科会では，『シェアタイム』を「自分が得た情報を伝えたり，他の生徒から得た情

報を別の生徒に伝えたりする情報共有の方法」として名付けた。 

『シェアタイム』では，まず同じ年齢の幼児と関わった生徒のグループ（以下「同年齢」とする）

で情報交換した後，それ以外の年齢の幼児に関わった生徒のグループ（以下「異年齢」とする）で情



報交換を行うことで「言語活動の充実」を目指した。 

『シェアタイム』の 1 時間目は「運動機能・手先の動き」「言葉やしぐさ・生活習慣などの特徴」「遊

びの種類と遊び方・おもちゃ・道具」について「同年齢」「異年齢」で『シェアタイム』を行い，自分

の体験していない幼児の様子の情報を得る。本時は『シェアタイム』の２時間目であり「友達同士や

先生，中学生との関わり方」のまとめを行い，『シェアタイム』で得た情報を活用し，学習課題の「よ

りよく関わるにはどうしたらよいだろうか」を解決していく。 

このように体験活動や話合い活動を積み重ね，自己を見つめる活動を繰り返し行うことで３学年間

を通して，第５分科会のテーマでもある「人と関わることを通して，自己を見つめ，よりよい家庭生

活を創造できる生徒の育成」を図ることができると考えた。 

 

３ 研究テーマとの関わり 

 

 

 

 

 

本分科会では，埼玉県のテーマを受け，次代を担い，社会を生き抜く力を育むためには，触れ合い

体験などの実践的・体験的な学習活動の必要性や少子高齢化社会における，家族・幼児・高齢者・地

域の人々とのつながりの必要性から，人と関わることが重要であると考え，研究を進めてきた。さら

に，人との関わりを通して自己を見つめ直すとともに，これからの生活を具体的に展望できる力が，

よりよい家庭生活を創造できる生徒の育成につながると考え，本テーマを設定した。 

本題材を通して，生徒が様々な人と実際に関わり，学んだ知識や技能を生かした関わり方を考える

ことで，人とのよりよい関わり方を考え工夫する力の育成を目指している。また，自分と人との関わ

り方について，これまでどのように関わってきたのか，また，これからどのように関わっていきたい

のかなど，じっくりと自己を見つめ直す時間が必要であると考え，自分の言葉で表現することを繰り

返し設定している。このような学習を積み重ねることで，自分なりのよりよい家庭生活を創造できる

生徒の育成を図り，テーマに迫っていきたい。 

 

４ 題材の目標 

幼児と触れ合うなどの活動を通して，幼児に関心をもち，幼児の心身の発達や遊びの意義につい

て理解し，幼児との関わり方を工夫できるようにする。  

 

５ 題材の評価規準 

生活や技術への 

関心・意欲・態度 

生活を工夫し 

創造する能力 
生活の技能 

生活や技術についての  

知識・理解 

・自分の成長と家族や

家庭生活とのかかわ

り，家庭と家族関係，

幼児の生活と家族につ

いて関心をもって学習

活動に取り組み，家族

又は幼児の生活をより

よくするために実践し

ようとしている。 

・家庭と家族関係，幼

児の生活と家族につい

て課題を見付け，その

解決を目指して工夫し

創造している。 

 

・幼児の生活と家族に

関する基礎的・基本的

な技術を身に付けてい

る。 

・家庭や家族の基本的

な機能，家庭生活と地

域とのかかわり，幼児

の生活と家族について

理解し，基礎的・基本

的な知識を身に付けて

いる。 

 

 

 

第５分科会研究テーマ 

人と関わることを通して、自己を見つめ、よりよい家庭生活を創造できる生徒の育成 

～人との関わりを重視した学習指導法の研究～ 



６ 指導計画及び評価計画(１６．５時間扱い) 

時

間 

〇ねらい 

・学習活動 
学習内容 

◇評価規準   

〈 〉評価方法 

生活や技術への 

関心・意欲・態度 

生活を工夫し 

創造する能力 
生活の技能 

生活の技能につい

ての知識・理解 

１ ○自分の成長を振り返り，

幼児の生活と家族，幼児

を支える様々な人につい

て関心をもつ。 

・写真資料等を見ながらこ

れまでの成長を振り返

り，自分の家族との関わ

りを考える。 

自分の成長 

 

自分と家族の

関わり 

◇自分の成長や

生活は家族やそ

れに関わる人々

に支えられてき

た こ と に 気 付

き，幼児の生活

と家族について

関心をもっている。 

〈ワークシート〉 

   

２ 

 

３ 

○幼児の心身の発達の特徴

について知り，家族の役

割について理解する 

・視聴覚教材や身近な幼児

の観察などを通して，幼

児の心身の発達の特徴に

ついてまとめ，それを支

える生活について考える。 

幼児の心身の

発達 

 ◇幼児の心身

の発達に応じ

た接し方につ

いて考え，工

夫している。 

〈ワークシート〉 

 ◇幼児の心身の

発達の特徴につ

いて理解している。 

〈ワークシート〉 

〈テスト〉 

◇幼児の発達を

支える家族の役

割について理解

している。 

〈ワークシート〉 

４ ○幼児の生活習慣について

知り，家族の役割につい

て理解する。 

・視聴覚教材や身近な幼児

の観察を通して，基本的

な生活習慣を形成する時

の家族の関わり方につい

て考え，家族の役割につ

いて話し合う。 

幼児の生活習

慣 

   ◇基本的な信頼

関係や生活習慣

の形成の重要性

とそれを支える

家族の役割につ

いて理解してい

る。 

〈テスト〉 

５ ○幼児の観察や遊び体験な

どを通して，幼児の遊び

の意義につて理解する。 

・幼児の 1 日の生活を理解

し，遊びと心身の発達と

の関わりについて考える。 

幼児の生活と

遊び 

   ◇幼児にとって

の遊びの意義に

ついて理解して

いる。 

〈ワークシート〉 

６ 

 

７ 

○安全への配慮について十

分に考え，幼児との触れ

合い活動の計画を立てる

ことができる。 

・幼児との遊び方や関わり

方の工夫を考え，遊びの

計画を立てる。 

・遊びの計画をグループで

話し合い，発表する。 

 

触れ合い体験

Ｂの準備，計

画 

◇幼児と触れ合

う活動などを通

して，幼児に関

心をもち，適切

に関わろうとし

ている。 

〈観察〉 

〈ワークシート〉 

◇幼児の心身

の発達に応じ

た遊びや遊び

方について考

え，工夫して

いる。 

〈ワークシート〉 

  



８ 

 

９ 

○幼児との触れ合い体験を

通して，幼児への関心を

高めるとともに，幼児と

の関わり方を工夫できる。 

・前時の計画をもとに幼児

と遊んだり，触れ合った

りする。 

・幼児の遊びと心身の発達

との関わりについて観察

する。 

触れ合い体験

Ｂ 

（保育所・幼

稚園での触れ

合い） 

◇幼児と触れ合

う活動などを通

して，幼児に関

心をもち，適切

に関わろうとし

ている。 

〈観察〉 

〈ワークシート〉 

   

 

10 

 

11 

本

時 

 
 

○幼児の観察や触れ合い活

動について意見交換をし，情

報を整理することで幼児

について理解を深める。 

・触れ合い活動について観

察したことや気づいたこ

となど，意見交換をする。 

・触れ合い活動から，幼児

とのよりよい関わり方に

ついて考え，工夫する。 

 

触れ合い体験

Ｂの情報共有

振り返り 

 
 

◇幼児の心身

の発達に応じ

た関わり方に

ついて，観察

したことを生

かして考え，

工夫してい

る。 

〈ワークシート〉 

 

◇幼児の

遊びや幼

児の発達

と人との

関わりな

どについ

て，観点

に基づい

て観察し

たことを

整理する

ことがで

きる。 

(ワークシート) 

 

 

12 

 

13 

 

○子供に関する諸問題や地

域の実態から，家族や地

域の役割を理解し，家族

関係をよりよくするため

について考え，工夫する

ことができる。 

・子供に関わる地域の施設

や制度，ニュースなどを

調べ，子供を育てるため

の環境について考える。 

・ニュースや事例家族から

課題を見付け，よりよい

生活を送るための工夫を

考える。 

 

 

子供の成長と

地域 

 

幼児を取り巻

く環境 

 

◇これからの自

分と家族との関

わりに関心をも

ち，家族関係を

よりよくするた

めにできること

を実践しようと

している。 

〈観察〉 

〈ワークシート〉 

 

◇自分の生活

や事例の家族

について課題

を見付け，家

族関係をより

よくする方法

について考

え，工夫して

いる。 

〈ワークシート〉 

 
 

◇子供を育てる

環境としての家

族や地域の役割

を理解できる。 

〈ワークシート〉 

〈テスト〉 

 

14 

 

15 

 

16 

 

16.5 

 

 

 

○家族又は幼児の生活に関

心をもち，課題をもって

家族関係又は幼児の生活

について工夫し，計画を

立てて実践できる。 

・自分の生活を見直すこと

で課題を見付け，計画する。 

・課題を実践し，評価する。 

評価，改善をする。 

・実践したことを発表し，

意見を交換することで，

自分の実践を見直し，改

善する。 

 

課題設定，計

画 

 

触れ合い体験

Ｃ 

（親子来校） 

 

評価，改善 

 

◇家族又は幼児

の生活をよりよ

くすることに関

心をもち，課題

を主体的にとら

え，計画と実践

に取り組もうと

している。 

〈ワークシート〉  

 

◇家族又は幼

児の生活につ

いて課題を見

付け，その解

決を目指して

計画を自分な

りに工夫して

いる。 

◇実践の成果

と課題につい

てまとめた

り，発表した

りしている。 

〈ワークシート〉 

〈発表〉 

  

 

 

 

 



７ 本時の学習(１１/１６．５時間) 

（１）目標 

・幼児の観察や触れ合い活動について情報交換し，幼児への理解を深め，よりよい関わり方を工夫

することできる。 

 

（２）評価規準 

・幼児の心身の発達に応じた関わり方について，観察したことを生かして考え，工夫している。 

                              【生活を工夫し創造する能力】  

・幼児の遊びや幼児の発達と人との関わりなどについて，観点に基づいて観察したことを，整理す

ることができる。                             【生活の技能】 

 

（３）展開 

学習過程 

(時間) 

○学習内容 

・学習活動 
□教師の働きかけ 

評価と指導 

【】評価の観点 

＜＞評価方法 

◇評価規準 

◎「十分満足できる」状況 

→努力を要する生徒への指導の手だて 

導入 

(5) 

 

 

 

 

 

 

情報収集 

(10) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

課題設定 

(5) 

 

 

 

 

 

 

○前時の振り返り 

・触れ合い体験の動画

や写真，前時のワー

クシートを見て思い

出す。 

 

 

 

○幼児の「友達同士や

先生，中学生との関

わり方」についての

情報交換。 

・１，２，３，４，５

歳時を担当した生徒

でシェアタイムをす

る。 

 

 

 

 

○「友達同士や先生，

中学生との関わり

方」について発表 

・発表の中から事例を

いくつか選び，課題

を設定する。 

 

 

□幼児への理解を深めるため

に，前時のシェアタイムで

出てきた幼児の特徴につい

て動画や写真で振り返らせ

る。 

 

 

 

□担当できなかった違う年齢

の幼児についても情報を得

るために，グループを作り

直して意見交換させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

□生徒の体験から課題を見つ

けるために，ワークシート

の記述を参考に考えさせ

る。 

□様々な事例について考えさ

せるために，同じようにな

らないものを設定させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【技能】〈ワークシート〉 

◇幼児の遊びや幼児の発達と人

との関わりなどについて，観

点に基づいて観察したこと

を，整理することができる。 

◎他の人の意見も取り入れ，自

分の意見と比較するなどして

まとめることができる。 

→自分が観察した年齢と発達の

違いがあることに注目するよ

う助言する。 

→発達には順序や段階があるこ

とに気付くよう助言する。 

 

 

 

 

 

 

 

シ ェ ア タ イ ム 

 



課題追求➀ 

(9) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発表 

 (10） 

 

 

 

 

 

 

課題追求② 

 (5) 

 

 

 

 

まとめ 

(6) 

○学習課題を確認 

・学習課題の把握 

 

 

 

○よりよい関わり方の

工夫 

・異年齢グループで関

わり方を考え，ホワ

イトボードに記入す

る。 

 

 

 

 

 

○よりよい関わり方の

工夫についての発表 

・グループで考えた関 

 わり方の工夫をホワ

イトボードに記入し

グループの代表２名

が発表する。 

 

○専門家(児童館館長)

の話 

・ゲストティーチャー

の話を聞く。 

 

 

○自分と幼児とのより

よい関わり方 

・本時の学習を振り返

り，これから幼児と

どのように関わるか

をまとめ，発表す

る。 

 

 

 

 

 

 

□心身の発達に応じた関わり

方や言葉がけができるよう

に，シェアタイムで使用し

たワークシートを参考にさ

せる。 

□話合いをスムーズに進める

ために，グループでの役割

（司会，記録，タイムキー

パー，発表 2 名）を決めさ

せる。 

 

□実践的な関わり方に近づけ

るために，幼児に話しかけ

るように発表するなどの工

夫をさせる。 

 

 

 

 

□幼児とよりよく関われるよ

うにするために，専門家の

話を聞き，周囲の人々の関

わり方について理解を深め

させる。 

 

□自分の言葉でまとめ，文章

表現させることで，幼児と

のよりよい関わり方を今後

の生活に活かせるようにさ

せる。 

 

 

 

 

 

【工夫・創造】〈ワークシート〉 

◇幼児の心身の発達に応じた関

わり方について，観察したこ

とを生かして考え，工夫して

いる。 

◎自分が観察したことだけでな

く，友達が観察してきたこと

も取り入れ，様々な年齢の幼

児に合わせた関わり方を考え

ている。 

→ワークシートを見て，年齢に

よる幼児の心身の発達の違い

と関連付けて考えるよう助言

する。 

→友達の工夫している意見を参

考にして考えるよう助言す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

学習課題：幼児とよりよく関わるにはどうしたらよいだろうか。 

 



（４）板書計画（ホワイボード ３枚） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    うま             うまく関われなかったこと 

・  ・    ・ 

           ・ 

・ 

 

 

学習課題 

① 運動機能・手先の動き 

④ 園児同士や先生・中学生との関わり

方 

③ 遊びの種類と遊び方・おもちゃ・道

具 

② 言葉やしぐさ・生活習慣などの特徴 

２歳      

言葉かけ・行動 

理由 

1 班のテーマ 

 

５歳      

言葉かけ・行動 

理由 

２歳      

言葉かけ・行動 

理由 

３班のテーマ 

 

５歳      

言葉かけ・行動 

理由 

２歳      

言葉かけ・行動 

理由 

６班のテーマ 

 

５歳      

言葉かけ・行動 

理由 

２歳      

言葉かけ・行動 

理由 

５班のテーマ 

 

５歳      

言葉かけ・行動 

理由 

２歳      

言葉かけ・行動 

理由 

４班のテーマ 

 

５歳      

言葉かけ・行動 

理由 

２歳      

言葉かけ・行動 

理由 

２班のテーマ 

 

５歳      

言葉かけ・行動 

理由 



８ 資料 

（１）確認シート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（２）ワークシート 

 

①
運
動
機
能
・
手
先
の
動
き

 
②
言
葉
や
し
ぐ
さ
・
生
活
習
慣
な
ど
の
特
徴

 
④
園
児
同
士
や
先
生
・中
学
生
と
の
関
わ
り
方

 
③
遊
び
の
種
類
と
遊
び
方
・
お
も
ち
ゃ
・
道
具

 

１ ～ ２ 歳  ３ ～ ５ 歳  


